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地域経済 ネットワーク 人的資本地域経済、ネットワーク、人的資本

地域経済学 地域産業論• 地域経済学・地域産業論

①産業立地と情報サービス集積効果①産業立地と情報サ ビス集積効果

②対面接触・専門情報

・文化経済学：ポートランド ロサンゼルス文化経済学：ポ トランド、ロサンゼルス



震災・原発事故と協同組合間協同
• 地産地消ネットふくしまと農協中央会機能

ふくしま大豆の会ふくしま大豆の会

オール福島弁当、相馬漁協とコープ会津、

直売所の品ぞろえ、オール福島鍋（生協店舗）

• 地域でのネットワークと商取引

課長・係長クラスの通常取引、飲み会

• 取引先との付き合いから協同組合的関係性
？



震災後の協同組合間協同震災後の協同組合間協同

ブ 視察• チェルノブイリ視察団（2011.11）
• 土壌スクリーニングプロジェクト（2012‐）土壌スクリ ニングプロジェクト（2012 ）

• 福島応援隊（2011‐）
• 国際協同組合年・デー

• ＩＣＡ視察団ＩＣＡ視察団

• 風評対策、復興マルシェ、

• ＴＰＰ反対運動、農協改革反対声明



ふくしま大豆の会ふくしま大豆の会

1998年 遺伝子組み1998年、遺伝子組み

換え大豆問題等を受
け 消費者の願いからけ、消費者の願いから
生産者の顔が見える
安心・安全な福島県産
農産物の地産地消を農産物の地産地消を
進めるため設立。

事業連携から多様な事業連携から多様な
商品展開（ex.蒟蒻）へ
波及した。



産消協同組合間連携＝
ふくしま大豆の会

地域 生活者地域の生活者

店舗販売 共同購入

プふくしま（生活協同組合）

加工メーカー コープフーズ

コープふくしま（生活協同組合）

加工メ カ コ プフ ズ
内池醸造

ふくしま大豆 会事務局ふくしま大豆の会事務局
福島県農協中央会

単位農協Ａ 単位農協Ｂ 単位農協Ｃ

大豆転作組合 大豆転作組合 大豆転作組合



生協・漁協・農協・森林組合

協同組合間協同＝ふくしま地産地消協同組合間協同＝ふくしま地産地消
ネットワーク

地域の生活者地域の生活者

店舗販売 共同購入

コ プふくしま（生活協同組合）

加工メーカー コープフーズ

コープふくしま（生活協同組合）

加工メ カ コ プフ ズ
食品メーカー

ふくしま地産地消ネ ト
協同組合間協同

ふくしま地産地消ネット

農協 漁協 森林組合

農業者 漁業者 林業家



地産地消ふくしまネット

• 2014年度4月1日より ２名

地産地消ふくしまネット

• 2014年度4月1日より、２名

の特任研究員を常勤で採
用用。

• 2014年度7月5日より、福

島大学協同組合ネ トワ島大学協同組合ネットワー
ク研究所が幹事組織として
加入 事務局体制を新設加入。事務局体制を新設。



エンタープライズ（事業）、アソシエーション（組織）
人的結合こそ協同組合組織の強み

①協同組合間協同 組合員組織を共有 きな か①協同組合間協同で組合員組織を共有できないか
絆塾・2009年～白石正彦

（生協 農協 漁協 森林組合共有の学習活動）（生協、農協、漁協、森林組合共有の学習活動）
②福島大学協同組合ネットワーク研究所（2010）、
ふくしま未来食・農教育プログラム（社会人院生）農

ⅱ）マルチ・ステークホルダー・モデル

組合員

職員

次世代

他協同組合・

協同組合 自治体

連合会

取引先企業

関連産業

地域住民

都市住民

地域住民

農村コミュニティー



「繋ぐ」絆塾プロジェクト「繋ぐ」絆塾プロジェクト

第３回絆塾は、塾生と福島大学生を交え、浜・農・森プロジェクト
チームに分かれ、商品開発や協同組合祭りの企画を行った。
の取組み 浜チ ムより 開発試作品の披露があり「絆鍋 にの取組み。浜チームより、開発試作品の披露があり「絆鍋」に
結びつく。



「絆で創る!!ふくしまSTYLE～地消
地産と協同組合の役割～」
年 協 組2010年11月15日、協同組

合事業と地産地消の具体
的事例とその効果につい
ての紹介、協同組合セク
ターの役割や福島県の産
地としての強み、協同組
合間協同の到達点と課題
等について論じられた。



イギリス協同組合法案（Co‐operative Bill）1997年５月６日

（６）協同組合の独自性を堅持して 乗 取り 株式会社化を防止• （６）協同組合の独自性を堅持して、乗っ取り・株式会社化を防止
する協同組合法

• 第６の特徴は 前述した法制定の目的において触れられているよ• 第６の特徴は、前述した法制定の目的において触れられているよ
うに、協同組合の独自性を堅持して、協同組合の乗っ取りや株式
会社化を防止することである。会社化を防 する とである。

• 近年のイギリスにおいては、農協やビルディング・ソサイティが株
式会社化する例が多くみられ、投機家や資本家による消費組合
の乗っ取り・切り売りが行われたり、1997年春にはＣＷＳ（生協事
業連合会：Co‐operative Wholesale. Society）の乗っ取り未遂事件
さえ発生するに至 たさえ発生するに至った。

• このような事態に対しイギリスの各種協同組合の関係者は、その防止を図る措置をとることに大きな関心を抱い
ており、本法案はそれに応えるものであるといえよう。

• この点に関しては 第６部「投票と会議」で詳細な規定をおいているが 第11部「合併 業務譲渡ならびに転換」• この点に関しては、第６部「投票と会議」で詳細な規定をおいているが、第11部「合併、業務譲渡ならびに転換」、
第109条「協同組合の合併」（３）項において、合併に関しては、協同組合との合併には組合員の３分の２以上の
賛成を要し、第111条「非協同組合団体への業務譲渡、非協同組合団体との合併、非協同組合団体への転換」（

３）項（ａ）において、協同組合以外との合併・譲渡・転換のためには組合員の４分の３以上ないし定款によってそ
れ以上の賛成で決することが規定されているれ以上の賛成で決することが規定されている。

堀越芳昭（山梨学院大学）『英国協同組合法の提案と法案』協同総合研究所(1998年5月）



2.農協をめぐる問題

【農協 境】【農協環境】

・農協事業推進の変化により准組合員割合は農協事業推進の変化により准組合員割合は
増加傾向（組合員構成の変化）

組合員の多様化が進んでいる時代・組合員の多様化が進んでいる時代

・正組合員層の大量リタイア組合員層の大量リタイア

・JAとの結びつきの弱まり



【農協の将来予測】【農協 将来予測】

・全ての事業（量・利益ともに）に減少影響

数料 を主 す 農協経済事業・手数料収入を主とする農協経済事業に大き
な影響

・担い手不足のため総代定数が確保できない
地区の発生地区の発生

・世代交替による非組合員化の懸念（組合員
減少）

・組合員脱退による出資金減少（後継者の核・組合員脱退による出資金減少（後継者の核
家族化、地区外転出等）



組織対策
• ●組織参画・意識の向上が全事業利用に結びつく。

総合農協としての組織対策が必要。総合農協としての組織対策が必要。

【組合員意向】

①事業対策：農協の事業体としてのサービス機能の向①事業対策：農協の事業体としてのサ ビス機能の向
上

②地域対策：地域農業・営農振興としての産地形成機能②地域対策：地域農業 営農振興としての産地形成機能、
農地合理化・保有管理機能、農業生産補完機能

③地域貢献：高齢化・福祉対策 少子化・子育て支援な③地域貢献：高齢化 福祉対策、少子化 子育て支援な
ど、本来行政が果たすべき役割に関しても、農協の事
業参画業参画

総合的な事業構造構築→複線的な組織対策総合的な事業構造構築→複線的な組織対策

→参画意識の向上・意思反映ルートの整備



農協への結集度が高い米の農協出荷率と補助金受取額

　　交付金／農業者

米の農協出荷率と補助金受取額
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組合員の高齢化が農協経営に及ぼ
す影響

正・准組合員・出資金%

0 25

0.3

0.35
正組合員数

准組合員数

払込済出資金額准組合員数は、３０才代(17.3%)に多くなっている

７０才代、８０才以
上の正組合員が多い
（３０．８％）

0.15

0.2

0.25
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0.1

0
～２９才 ３０才～ ４０才～ ５０才～ ６０才～ ７０才～ ８０才～

• 出資金構成における高齢化の影響
福島県内12ＪＡ集計



信用事業における高齢化の影響信用事業における高齢化の影響

信用事業　年齢階層別
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農協からの完全脱退の状況農協からの完全脱退の状況

平成１４，１５，１６年度高齢組合員（７０才以上）の脱退状況

人数a
出資金額
A（千円） 人数b b/a

出資金額
B(千円） B/A

７０才以上の脱退 うち後継者への相続加入なし（完全脱退）集計対象
１２ＪＡ
合 計 人数a A（千円） 人数b b/a B(千円） B/A

平成１４年度 1,008 223,786 291 28.9% 65,714 29.4%

平成１５年度 1,156 242,632 397 34.3% 86,012 35.4%

合　計

平成 年度 , , ,

平成１６年度 1,215 227,645 415 34.2% 76,609 33.7%

●3割強が完全脱退している現実
●単協間格差が顕著に存在（0％～90％以上）●単協間格差が顕著に存在（0％ 90％以上）



組織活動への参加と事業利用状況

組織活動 営農指導事業 ＪＡ販売事業
上段:度数 半分ＪＡ・ ほとんどＪＡ

自家消費ほとんどＪＡ
利用してまったく 利用して上段:度数

下段:％
181 308 238 337 42 51 71
31.2 53.1 41.0 63.5 7.9 9.6 13.4

半分ＪＡ
半分ＪＡ以外

ほとんどＪＡ
以外業者 自家消費ほとんどＪＡ

利用して
いる

合計

まったく
不参加

利用して
いない

14 18 22 26 - 6 6
34.1 43.9 53.7 65.0 - 15.0 15.0
111 132 130 150 25 29 29

40歳～59歳

20歳～39歳

41.6 49.4 48.7 61.0 10.2 11.8 11.8
56 156 83 160 17 15 33

21.0 58.4 31.1 66.7 7.1 6.3 13.8

40歳～59歳

60歳以上

中核層にまったく不参加の割合が高い
組織活動及び事業利用面で 離れ組織活動及び事業利用面でＪＡ離れ



ＪＡ別にみた組織参加率ＪＡ別にみた組織参加率

ＪＡ組織参加と各事業の関係ＪＡ組織参加と各事業の関係

JA区分
高齢化率

（65歳以上）
組織活動
不参加

営農指導
未利用

ＪＡ販売
未利用

肥料全利
用

農薬全利
用

A 35.9 17.9 23.4 18.6 42.8 44.1
B 23.3 31.8 40.3 19.4 33.3 34.9
C 33 1 12 2 16 1 7 9 42 1 42 9C 33.1 12.2 16.1 7.9 42.1 42.9
D 35.3 20.9 32.1 18.2 34.2 35.8
E 30.7 20.5 29.0 9.1 50.0 51.1

合計

組織参加率の高いＣ農協

合計 32.1 19.4 26.7 13.7 40.9 42.1

• 組織参加率の高いＣ農協

• 低いＢ農協農

地域間、単協間の違い、格差



北海道農協組合員意向調査（2万3千戸・2003年）

農協へ自分の意見が
％ 反映されている％

80
反映されている

反映されていない

60

20

40

0

20

図5 農協への意思反映と農協資材購入率の関係

0
全道 ９割～全量 ７割程度 ５割以下 購入なし

図5　農協への意思反映と農協資材購入率の関係
資料；表1と同じ



背景 組合員加入推進したがその位置づけは？背景：組合員加入推進したがその位置づけは？

農協 組合員政策 あり方①加 利 ②参・農協の組合員政策のあり方①加入・利用、②参
加、③意思反映、④運営参画の４つのレベル

・参加の場としての生活文化活動に注目しその展
開差をみていく開差をみていく

そ 上 准組合員政策はど ベ 行われ・その上で、准組合員政策はどのレベルで行われ
ているのか、これからのあり方も含め検討する。



①ＪＡひまわりの生活文化活動と
女性部振興

ポ 制度を合わ• ワイワイポイント制度を合わせて、

• ①地域住民をJAファンに、①地域住民をJAファンに、

• ②未利用から員外利用へ、

• ③員外利用から准組合員化、

• ④単品利用から複合・総合事業利用へ④単品利用から複合 総合事業利用へ、

• ⑤事業利用から活動参加へと道を開いく

• その延長上には、正組合員（多様な形態の農
家組合員）への道を企図している。家組合員） の道を企図している。



正組合員数 准組合員数 合計 対前年増減
1991 7,035 4,030 11,065
1992 7,054 4,189 11,243 178
1993 7,069 4,321 11,390 147
1994 7,079 4,431 11,510 120
1995 7,083 4,536 11,619 109
1996 7,099 4,702 11,801 182
1997 7,120 4,797 11,917 116
1998 7 117 4 969 12 086 1691998 7,117 4,969 12,086 169
1999 7,139 5,337 12,476 390
2000 7,190 5,977 13,167 691
2001 7 234 6 831 14 065 8982001 7,234 6,831 14,065 898
2002 7,324 7,789 15,113 1,048
2003 7,413 8,722 16,135 1,022
2004 7 497 9 722 17 219 1 0842004 7,497 9,722 17,219 1,084
2005 7,761 10,778 18,539 1,320
2006 7,831 11,966 19,797 1,258
2007 7,841 12,693 20,534 7372007 7,841 12,693 20,534 737
2008 7,853 13,400 21,253 719
2009 7,848 14,242 22,090 837
2010 7,823 14,961 22,784 694, , ,

資料；ＪＡひまわり業務資料より作成



わい！わい！活動チーフリーダー会議

本部委員長 委員長

単一目的（目的別）グループ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　多目 的（エリア・自主的）グル－プ 産直 福祉
★手づくり加工クラブ　　　　（１４グループ　　・　　２６８人） ★すみれ会　　　　　　　　（１９人） ★御津ソフトバレー　　　　（３３人） ★楽笑会　　　　　　　　　　（２２人）
★漬物クラブ　　　　　　　　　（１０グループ　　・　　２１７人） ★おふくろ隊　　　　　　　　（１８人） ★フランクグループ　　　　（１３人） ★クッキング・ママ　　　　（１３人）
★クッキングクラブ （８グル プ １２１人） ★三谷原クイ ンズ （１５人） ★ロマンチック （１８人） ★きまま会 （１３人）

グループごとチーフリーダー1名選出 本部委員長 委員長グループごとチーフリーダー1名選出

★クッキングクラブ　　　　　　（８グループ　　・　　１２１人） ★三谷原クイーンズ　　　（１５人） ★ロマンチック　　　　　　　（１８人） ★きまま会　　　　　　　　　（１３人）
★カラオケ教室　　　　　　　　（１グループ　　・　　１４人） ★つくしんぼ　　　　　　　　（１４人） ★エースをねらう　　　　　（１０人） ★マヨネーズ　　　　　　　　（１０人）
★染物クラブ　　　　　　　　　　（２グループ　　・　　２７人） ★るんるん　　　　　　　　　（１３人） ★ありがとう　　　　　　　　（１５人） ★マダムチャチャ　　　　　（２４人）
★手芸クラブ　　　　　　　　　（９グループ　　・　　２１０人） ★サンフラワー　　　　　　　（１４人）★御油日舞の会　　　　　（１６人） ★わがままグループ　　　（１２人）
★生花教室　　　　　　　　　　（２グループ　　・　　３１人） ★サークル八幡　　　　　　（１６人） ★御油歌謡教室　　　　　（１５人）
★習字教室　　　　　　　　　　（２グループ　　・　　４７人） ★平尾倶楽部　　　　　　　（４３人） ★ほほえみ会　　　　　　　（１６人）
★着付教室　　　　　　　　　　（２グループ　　・　　２３人） ★白鳥　　　　　　　　　　　　（２３人）★足山田スマイル　　　　　（１３人）
★ウォーキングクラブ （１グループ ・ ４１１人） ★国府ファミリ （２４人） ★みと民踊あじさいの会 （１０人）

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り★ウォ キングクラブ　　　　（１グル プ　　・　　４１１人） ★国府ファミリ　　　　　　　（２４人） ★みと民踊あじさいの会　（１０人）

★リズム体操　　　　　　　　　（１グループ　　・　　３１人） ★マザーメイト　　　　　　　（１４人） ★チームぽんぽこ　　　　　（１２人）
★ボールエクササイズ　　　　（２グループ　　・　　４３人） ★かわい　　　　　　　　　　（１０人） ★にこにこ体操　　　　　　（１２人）
★ヨガ　　　　　　　　　　　　　（６グループ　　・　　１２７人） ★わんげ草の会　　　　　　（１１人）★御油さくらの会　　　　　（２４人）
★よさこいソーラン　　　　　　（２グループ　　・　　３８人） ★えじまエアロ　　　　　　　（２２人） ★菜の花　　　　　　　　　　（１２人）
★太極拳　　　　　　　　　　　　（１グループ　　・　　２０人） ★エアロ上長山　　　　　　（２２人） ★カモミール　　　　　　　　（１３人）
★ボウリング　　　　　　　　　　（２グループ　　・　　７６人） ★おすピー　　　　　　　　　（１５人） ★エプロンズ　　　　　　　　（１４人）
★フラダンス （７グループ ・ １１８人） ★にぎやかグループ （１２人） ★フレンド （１３人）

・
産
直
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ろ
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運
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り
た
す
け
あ
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り★フラダンス　　　　　　　　　　（７グル プ　　 　　１１８人） ★にぎやかグル プ　　　（１２人） ★フレンド　　　　　　　　　　（１３人）

★おでかけクラブ　　　　　　　（１グループ　　・　　４３６人） ★なでしこ　　　　　　　　　（１１人） ★えぷろん　　　　　　　　　（１０人）
★近場ランチクラブ　　　　　　（１グループ　　・　　３５１人） ★音羽押し花クラブ　　　　（１２人） ★美笑会　　　　　　　　　　（１３人）
★トラベルクラブにじ　　　　　（１グループ　　・　　２４５人） ★魔法のじゅうたん　　　　（１８人）★どうだん会　　　　　　　　（１３人）
★園芸クラブ　　　　　　　　　　（３グループ　　・　　９０人） ★小坂井ぴょんぴょんクラブ　（２６人） ★市田マザーズ　　　　　　（１０人）
★フラワーサークル　　　　　（４グループ　　・　　１１４人） ★ひまわりソフトバレー　（１４人） ★染草　　　　　　　　　　　　（１３人）
★なかよしママクラブ　　　　　（２グループ　　・　　１７人） ★愛菜菓園　　　　　　　　　（２２人）★はな・はな　　　　　　　　（１２人）
★陶芸クラブ　　　　　　　　　　（１グループ　　・　　２８人） ★青空市生産者部会　　　（１６人）★はなまる団　　　　　　　　（１４人）

営
委
員
会
り
ん

ん

陶芸 ラ （ ） 青 市 産者部会 （ ） 団 （ ）

★米粉クッキング　　　　　　　（６グループ　　・　　１０８人） 1,402 39

　　　　　合計：２５クラブ　　・　９１グループ　・　３，２１１人 合計　：　５４グループ　　８６２　人 人 人

資料；ＪＡひまわり女性部総会資料より作成

ワイ！ワイ！活動

資料；Ｊ ひまわり女性部総会資料より作成



単位：人

JAひまわり女性部員数の推移

年度 年度末部員数 増減 女性部の変化
1990年度 2,964
1991年度 2,333 -631 GC音羽オープン

年度 小坂井 円市オ プ1992年度 2,302 -31 小坂井100円市オープン

1993年度 2,172 -130 一宮100円市オープン

1994年度 2,046 -126
1995年度 2 074 28 ひまわりたすけあいの会発足1995年度 2,074 28 ひまわりたすけあいの会発足

1996年度 2,101 27 GC豊川オープン/ソフトバレーボール大会

1997年度 2,063 -38 朝日農業賞受賞

1998年度 2 021 421998年度 2,021 -42
1999年度 1,930 -91
2000年度 1,968 38 目的別活動スタート

2001年度 1 941 272001年度 1,941 -27
2002年度 1,941 0
2003年度 1,922 -19
2004年度 1 821 -101 産直ひろば一宮オープン2004年度 1,821 101 産直ひろば 宮オ プン

2005年度 1,742 -79
2006年度 1,700 -42
2007年度 2,112 412 ワイ！ワイ！活動始動年度 , イ イ 活動始動

2008年度 2,320 208
2009年度 2,569 249

資料；ＪＡひまわり女性部総会資料より作成



②JA兵庫六甲の支店・組合員対策②JA兵庫六甲の支店・組合員対策
• ＪＡ兵庫六甲の事生活文化活動の特徴は、

①組合員の参加・参画と事業の総合性を意
識した地域事業本部制を採用識した地域事業本部制を採用

• ②そのもとで支店が組合員組織の活動単位
として 全事業の取次 相談窓口単位として、全事業の取次・相談窓口単位

• ③支店が生活文化活動実践の場として、位③支店が生活文化活動実践の場として、位
置づく

④各支店に配置されている「くらしの相談員」• ④各支店に配置されている「くらしの相談員」
と支店職員が生活文化活動組織の事務局機
能を担う構造 な る能を担う構造になっている。



正組合員数 准組合員数 総組合員数
年　度

前年対比 前年対比 前年対比

2000年 22 951 99 2 17 508 100 5 40 459 99 7

正組合員数 准組合員数 総組合員数

2000年 22,951 99.2 17,508 100.5 40,459 99.7
2001年 22,891 99.7 17,504 100.0 40,359 99.8
2002年 22,881 100.0 17,562 100.3 40,443 100.2
2003年 22,936 100.2 18,665 106.3 41,601 102.9
2004年 23,160 101.0 20,493 109.8 43,635 104.9
2005年 23 578 101 8 23 527 114 8 47 105 108 02005年 23,578 101.8 23,527 114.8 47,105 108.0
2006年 25,291 107.3 30,183 128.3 55,474 117.8
2007年 26,814 106.0 35,867 118.8 62,681 113.0
2008年 28,349 105.7 43,379 120.9 71,728 114.4
2009年 29,220 103.1 47,887 110.4 77,107 107.5



担当
岩岡支店 営農経済グループ

① 営農相談　　　　　　　　　　　　　
組合員相談チ ム 部会対応（トマト ブロッコリ 苺 軟弱 イチジク 米）販売資材組合員相談チーム 部会対応（トマト・ブロッコリー・苺・軟弱・イチジク・米）販売資材
リーダー ② 生活文化担当者・サークル・酪農　購買　販売経理　食販

ピカリ・直売所・福祉関連・未収金管理
・緊急対応者 ③ 営農相談・観光ブドウ・米・新規就農者・リース事：
・個人情報保護 部会対応（キャベツ）青年部・経営者協議会　　　　　　販売資材　　　
　取扱担当者 ④ 農作業受委託・精米所　　　　　　　　　　　　　　　生産資材・肥料
・コンプラ担当者 部会対応（コーン・レタス・リラ・キュウリ・チンゲン・岩岡ネギ・条件委託販売）
・つりクラブつりクラブ
・直売店施設管理者 くらしの相談グループ
・倉庫施設管理者 ⑤ 南古上・四ツ塚・下場・坂ノ下

落合谷・沌戸
⑥ 和田ヶ市・西場・上新地２～３

上　・前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CS・マナー担当
⑦ 南古下・　が岡４～５・広古・谷

内山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ISO担当者
⑧ 南古西・庄太夫場・大道星

上新地１・秋田・下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資産管理部会
⑨ 竜が岡１～３・西　・大沢・南場

中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴルフ部会
支店長 次長 ⑩ 新開・福吉・福吉台・印路・天ヶ岡

前場・新場
・コンプラ責任者 ・個人情報保護
緊急対応者 取扱担当者 ① 窓口業務 当座 専従者給与 JAカ ド 窓口事務指導担当者・緊急対応者 　取扱担当者 ① 窓口業務・当座・専従者給与・JAカード・窓口事務指導担当者

・個人情報保護管理者 ・コンプラ担当者 ハンディ　　関係・重要印刷物保管担当者・トレーナー
・出納環金管理者 ・安全運転管理者 ② 窓口業務・アミカ・重要印刷物保管担当者
・為替取扱責任者 ・警備会社緊急対応者（2） 当座性貯金・口座損替関係
・自己宛小切手 ・税務関係 ③ 定期積金・重要印刷物保管担当者
　発行権限者 ・自己宛小切手 窓口業務
・ 　発行権限者（副務者） ④ 窓口業務・定期貯金・重要印刷物保管担当者
・ハンディ管理責任者 ・自己宛小切手ハンディ管理責任者 自己宛小切手
・JA共済代理店責任者 　保管責任者（副務者） 窓口相談チーム ⑤ 貸付全般
・資産管理責任者 ・未使用小切手 リーダー 自己査定・検印代行者・ウェーブ六甲通信員
・営業責任者 　保管責任者（副務者） ⑥ 共済補佐（短期・長期）

（証券窓販業務） ・ふれあい会費管理 ・年金友の会 ピカリ、直売所事務
・損害保険代理店業務 ・ハンディ端末機 ・警備会社緊急対応者（2） ⑦ 出　・貸付全般・窓口業務・メール担当者
　　　　　責任者 　　システム管理者 ・個人情報保護取扱担当者 未使用小切手用紙保管担当者
・メール責任者 ・資産管理担当者 ・手形交換責任者 ⑧ 共済事務（短期）・共済収納・JA共済代理店担当者・損害保険代理店業務担当者

・コンプラ担当者 事故受付・ATM担当者
・自己宛小切手保管責任者 ⑨ 共済事務全般（長期・年金）

男子・・・12名 ・未使用小切手保管責任者 共済事故受付・共済収納・　　担当
女子・・・14名 ・重要印刷物保管責任者 ⑩ 日計・　　・出資・未使用小切手用紙保管担当者（副務者）

・ATM管理責任者 窓口業務（信用・営農）・　納金・為替取扱担当者・トレーナー
計　　　　26名 ・書庫施設管理者 ⑪ 庶務・年金友の会管理

・防犯カメラ管理者 ATM担当者・購買・販売取りまとめ・郵送関係
内部管理責任者 ⑫ 管理 庶務・内部管理責任者 ⑫ 管理・庶務

（証券窓販業務）



農会長総代31名・営農部会 総代1名

婦人総代6名・青年部総代１ 名 ①農会長会 ・支店での月1回農会定例会
農会　30集落 ・各集落での月1回農会

組合 数 名 食農教育 学校等組合員数：714名 ・食農教育活動（小学校等）

稲作経営部会　　　　　714名
キャベツ部会　　　　　　　44名
ブロッコリ～部会　　　　　21名
トマト部会 6名トマト部会　　　　　　　　　 6名
キュウリ部会　　　　　　　14名

岩岡支店 レタス部会　　　　　　　　14名

組織構成 軟弱部会　　　　　　　　　15名

②営農部会 チンゲンサイ部会　　　　12名
スイートコーン部会 30名スイ トコ ン部会　　　30名
岩岡ネギ部会　　　　　　14名
ニラ部会　　　　　　　　　　2名
健康ジャガイモ部会　　 31名
いちじく部会　　　　　　　51名
いちご部会　　　　　　　　　7名ち 部会 名
観光ぶどう園　　　　　　　　5名

岩岡支店総代 酪農部会　　　　　　　　　　5名

39名

農業青年部

③活動組織 ピカリショップ③
六甲のめぐみ出荷者連絡協議会

資産管理部会
ゴルフ部会

組合員数 正－1,416 生活文化委員会 釣りクラブ
准－883名 年金友の会 和紙人形

組合員 数 ④生活文化活動 仲よ グ プ 健康体操組合員戸数正－868戸 ④生活文化活動 仲よしグループ 健康体操
准－673戸 JAふぁみり～ ワッハッハ体操

サークル ソフトエアロ
カラオケ

ふれあいフェスティバル 手編み
神戸市住民健診 書道神戸市住民健診 書道

⑤ふれあい委員会 ソフトボール大会 絵手紙
グランドゴルフ大会 生花
ボーリング大会 そば



員外と准組合員の違いは
• ①総合ポイントにおけるポイント付与率と配

当率の差（経済的メリット）当率の差（経済的メリット）、

• ②生活文化活動への参加（帰属意識の醸
成）

• ③組合員会議へ参画資格（意思反映ルート）• ③組合員会議へ参画資格（意思反映ルート）
という点にある



JAひまわりの組合員制度JAひまわりの組合員制度

多様な階層を包含する理念として フ ンと• 多様な階層を包含する理念としてJAファンと
いう概念

• 利用者すべてを内部化する仕組み

• ①未利用地域住民を員外利用者へ ②員外• ①未利用地域住民を員外利用者へ、②員外
利用者を准組合員へ、③その延長上に正組
合員化の道合員化の道

• 組合員化の契機であり、組合員化の実質化
が 生活文化活動の展開と「活動 参加」自が、生活文化活動の展開と「活動＝参加」自
体を含めた総合ポイントサービスの実施



ＪＡ兵庫六甲の組合員制度ＪＡ兵庫六甲の組合員制度

正組合員組織を基盤的組織と位置付け• 正組合員組織を基盤的組織と位置付け

• サークル活動は正組合員・准組合員どちらも含んだ
活動組織活動組織

• 員外利用者でも条件を満たせば参加可能

• 現状の准組合員は世代交代で農協への参加意識薄現状の准組合員は世代交代で農協への参加意識薄
れた元農家と非農家組合員により構成

• ここから将来の農業者（スモールビジネスで構わな
い）が創発される とが期待い）が創発されることが期待

• 生活文化活動の基盤となるサークル活動に関しては、
将来的にはサ クル参加をポイント還元できないか検将来的にはサークル参加をポイント還元できないか検
討。これは組合員利用と参加を担保するための方策



問題は、このように内部化された組合員（新規准組合
員など）が活動参加から運営参画までを標榜するのか員など）が活動参加から運営参画までを標榜するのか、

農協側もそれを望むのかという点である。

新規加入した組合員を事業利用者から活動参• 新規加入した組合員を事業利用者から活動参
加、活動参加から参画という流れで捉えた場合、
運営参加権に いては農協側 准組合員側両運営参加権については農協側・准組合員側両
者ともに必要性を感じていない。

准組合員 組織 動が すればす• しかし、准組合員の組織活動が活発化すればす
るほど、事業方針への意見・提言など実質的参
加権（意思反映の ト）を担保する必要に迫ら加権（意思反映のルート）を担保する必要に迫ら
れる可能性はある。

• その場合、准組合員懇談会の設置など、緩やか
な意向吸収の仕組みを再設定



組合員ポリシーの設定組合員ポリシーの設定



まとめまとめ

組合員対策を施す あれば 組合員 加入方針す• 組合員対策を施すのであれば、組合員の加入方針す
なわち組合員ポリシーが必要

組合員ポリシ においては 加入推進や事業利用と• 組合員ポリシーにおいては、加入推進や事業利用と
いった項目のみならず、組合員の活動参加の意義付
けとその実行のための体制づくりが必要けとその実行のための体制づくりが必要

• 非農家・地域住民（員外利用者）と正組合員農家の中
間領域にある准組合員を農協の諸活動の中にどう位間領域にある准組合員を農協の諸活動の中にどう位
置づけるか、増加傾向にあるこの准組合員の位置づ
けは重要

• 本調査では、生活文化活動の展開がその一つ柱と
なっていた。



• 「営農」と「くらし」をキーワードに農家組合員と非営農」と くらし」をキ ワ ドに農家組合員と非
農家地域住民をどのように組織基盤として再構
築するか

• 組織内部において両者の関係をどのように整理
するか、中長期的な視点も組み込みながら新たするか、中長期的な視点も組み込みながら新た
な戦略を推進する必要がある。

• また 組合員対策の質的問題 すなわち正組合• また、組合員対策の質的問題、すなわち正組合
員、准組合員、員外という区分を農協組織として
どのように整理しているのか、どのように整理しているのか、

• さらに准組合員という枠組みを実際の組合員対
応（諸活動 各事業 意思反映）においてどう設応（諸活動、各事業、意思反映）においてどう設
計すべきかが問われている。



農産物を作り、販売してみたい
そう思う ややそう思う あまりそう思わそう思わない 総計

2011年（平成23年）～現在 23 40 94 287 481
2006年（平成18年）～2010年（平成22年） 16 23 82 261 4252006年（平成18年）～2010年（平成22年） 16 23 82 261 425
2001年（平成13年）～2005年（平成17年） 9 20 40 181 297
1996年（平成8年）～2000年（平成12年） 6 8 25 92 162
1995年（平成7年）以前 22 30 113 442 732
わからない 12 20 87 366 582
総計 88 145 450 1691 2784総計 88 145 450 1691 2784

そう思う ややそう思あまりそう思そう思わな 総計
2011年（平成23年）～現在 26.1 27.6 20.9 17.0 17.3
2006年（平成18年）～2010年（平成22年） 18.2 15.9 18.2 15.4 15.3
2001年（平成13年）～2005年（平成17年） 10.2 13.8 8.9 10.7 10.7
1996年（平成8年）～2000年（平成12年） 6 8 5 5 5 6 5 4 5 81996年（平成8年）～2000年（平成12年） 6.8 5.5 5.6 5.4 5.8
1995年（平成7年）以前 25.0 20.7 25.1 26.1 26.3
わからない 13.6 13.8 19.3 21.6 20.9
総計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

農産物を作り、販売してみたい
農業やる そう思う ややそう思う やる あまりそう思わそう思わない 総計

列ラベル JAをよく使うから 9.7 20.3 16.7 11.7 13.3 13.1
粗品がもらえるから 0.0 1.7 1.1 1.2 0.9 1.1
金利が有利になるから 12.9 15.3 14.4 13.5 10.5 10.6
借入を行うため 6.5 27.1 20.0 14.7 12.1 12.2
共済に加入するため 3.2 3.4 3.3 6.1 5.3 5.8
口座に年金が入る 3.2 5.1 4.4 0.6 4.6 4.3
配当を受け取れるから 3.2 0.0 1.1 1.8 1.6 2.0
地域の農業を応援したいから 0.0 0.0 0.0 2.5 0.7 1.1農
家族にすすめられたから 6.5 8.5 7.8 8.0 4.7 5.3
職員にすすめられたから 12.9 5.1 7.8 16.6 20.3 18.5
他の組合員にすすめられたから 16.1 1.7 6.7 9.2 7.5 8.0
さわやか倶楽部（女性部）活動に参加している 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.4
直売所を利用しているから 3.2 0.0 1.1 1.2 1.6 1.7
正組合員から准組合員への資格変更 0.0 0.0 0.0 1.8 1.5 1.5
JA職員、もしくはその子弟だから 3.2 1.7 2.2 2.5 3.6 3.2
覚えていない 19.4 10.2 13.3 8.6 11.4 11.3

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0


